



























































































テム”で CO2削減可能量を試算すると，約 2,525 t-co2/
年の削減が可能となります。
また，世界に目を転ずれば発展途上諸国の多くは，
電気に関して送電線網が整備されていません。インド
では国民の 65％がその恩恵にあずかっておらず，ま
た，エネルギー問題と貧困問題が表裏一体の関係に
ありますが，集落単位でこの“BTLシステム”を導
入すれば，電力供給が容易になる他，そこで生産し
た BTLをその国の都市部へ販売すれば現金収入を得
ることができて，地域社会の活性化がはかれます。さ
らには，それらの諸国の一人当たりのエネルギー消費
量は，先進国よりはるかに少ないことやバイオマス資
源量に対して極めて低密度社会であるので，BTL生
産の余剰分を我が国が輸入すれば，日本国内でのバイ
オ液体燃料の不足分を賄うと同時に CO2削減目標達
成に近づけることが可能になります。このような構想
を，“グローバル BTL 構想”と呼称して展開すれば，
無謀にも我が国が提唱した CO2の 25％削減という目
標を戦略的に達成していくことが期待できます。
